
 
 

第 173 回  学長定例記者会見 お知らせ事項 2 

 

令和 6 年 11 月 29 日 

 

内閣府「総合知ワークショップ」を開催します（12/17 開催） 

 

 近年、『総合知』（＊）の活用が研究開発や専門人材育成の現場でますます重

視されています。「第４期中期目標期間における広島大学のあるべき姿」の実現

に向けて広島大学が重点的に取り組む５つの事項「President 5 Initiatives for 

Peace Sciences－新しい平和科学(安全・安心を実現する「創る平和」)－」

（2023 年公表）においても、『総合知』を活用しつつ社会の安全保障に資する

教育研究活動の成果を通じて人々に安心をもたらすことが目標として掲げられ

ています。 

 

本ワークショップは、内閣府が取り組んでいる総合知キャラバンの一環とし

て実施するもので、学術、産業、行政、地域社会など、幅広い立場の皆様にご

参加いただき、広島大学の最先端研究プロジェクトにおける「総合知」の実現

に向けた具体的な事例や課題等についての議論を深める場としたいと考えてい

ます。 

みなさまのご参加をお待ちしております。 

 

（＊）総合知：多様な「知」が集い、新たな価値を創出する「知の活力」を 

生むこと 
    ※ 「「 総 合 知 」 の 基 本 的考 え 方 及 び 戦 略 的 に 推 進す る 方 策 中 間 と り ま と め」 資 料 よ り  

      https://www8.cao.go.jp/cstp/sogochi/kihon.html 

 

記 

 

【日時】 ２０２４年１２月１７日（火）９：0０～１１：３０ 

 

【会場】 広島大学 霞キャンパス 放射線先端医学実験棟 5F 講堂 

※ハイブリッド開催 

 

【講演者】 

奥原啓輔 プラチナバイオ株式会社 代表取締役 CEO 

 山脇成人 広島大学 脳・こころ・感性科学研究センター 特任教授 

 

【対象】 どなたでも参加できます 

 

【定員】 90 人 

 

【申し込み】 https://forms.office.com/r/iZHTGFPkJM 

 

【イベント HP】 https://www.hiroshima-u.ac.jp/research/news/86805 



 
 

 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学 学術・社会連携室 未来共創科学研究本部 

共創科学基盤センター 宮良 

TEL:０７０-６６４５-２５８３ 
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途上国の栄養改善に資する
畜産業改革による食料安全保障

President 5 Initiatives for Peace Sciences
ー新しい平和科学（安全・安心を実現する「創る平和」）ー

イノベーションと経済安全保障に貢献する
ための半導体エコシステム形成

ワクチン、医薬品開発、再生医療、 
細胞治療を通じた地球規模の

健康安全保障への貢献

海洋・海事のガバナンスと
持続可能性のためのアジア拠点形成

平和のための

総合的な放射線災害管理

 「第４期中期目標期間（2022-2027）」における
広島大学のあるべき姿の早期実現

 広島大学の強みである「総合知」を活かし、安全保障に資す
る教育研究活動の成果を通じて人々に安心をもたらす

 大学が組織として社会貢献にコミットすることで、大学経営
改革の加速

 ステークホルダーとの連携、学内組織や既存の活動との連携
を強化しながら大学の機能を拡張

President 5 Initiatives for Peace Sciences
－新しい平和科学（安全・安心を実現する「創る平和」）－

・世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)
・地域の中核大学の融合拠点の整備
（「半導体産業技術研究所」 、

「デジタルものづくりイノベーション拠点」等）
・せとうち半導体コンソーシアム
・地域中核・特色ある研究大学強化促進事業

・放射線影響研究所（RERF）が
広島大学霞キャンパスへ移転

・ワクチン生産体制強化のためのバイオ
  医薬品製造拠点等整備事業（GMP)

・世界海事大学（WMU）との包括協定
・呉市、海上保安大学校、笹川平和財団と呉市
Town & Gown構想に関する４者包括協定

・船舶・造船工学の拠点化
・瀬戸内CN国際共同研究センター

・Bill & Melinda Foundationからの
研究助成

・ベトナム北ハノイに広島大学農学系キャン
パスを開設（ベトナム農業省との連携）
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